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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

本研究は，ガン細胞上に高密度に発現している上皮成長因子レセプター（ EGF受容体）に着

目し，高発現している受容体を検出するための短鎖ペプチドの設計をおこなった。平成 20

年度はヒトのガン細胞上に高密度に発現している EGFRに 結合する短鎖ペプチドを，昆虫由来

生理活性ペプチドの三次構造を予測しながらアミノ酸配列や鎖長を改変して作製した。さら

に，設計したペプチド鎖の末端に金薄膜上に固定化する領域を設け、表面プラズモン共鳴法

（ SPR： Surface Plasmon Resonance） を用いてヒト・ EGF受容体の細胞外リガンド結合ドメ

イン（結合部位）との結合様式を確認した。この結果，設計した短鎖ペプチドは EGFR細 胞外

ドメインと特異的に結合することが明らかになった。さらに，設計した分子認識ペプチドを

高密度に固定化することで高感度なバイオセンサーの構築を試みた。このため、ロイシンジ

ッパーの構造に着目し，担体に結合するための Scaffold polypeptideの 設計および大量発現

系の構築をおこなった。  

 

 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

 

 

 


